




























３か月および６か月において， NaF 含有の研磨材を用いた脱落率は， NaF 非含有の研磨材を用いたも
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審 査 結 果 要 旨
小児歯科臨床において，齲蝕予防は間食指導による生活改善およびブラッシング指導に加え，フッ
化物の応用が行われてきた。平成 23 年度の歯科疾患実態調査で，10-14 歳の齲蝕経験歯数は昭和 56 年










観察症例数は乳歯 713 歯，永久歯で 419 歯を用いて，処理後 3 ヶ月，6 ヶ月，9 ヶ月，12 月，15 ヶ月
18 ヶ月以上の期間で脱落から部分的な破折の調査を含めた脱落率および NaF 配合の歯面研磨剤を用い
た歯面清掃が及ぼす影響を検証した。脱落率が乳歯で 14.8%，永久歯で 9.4% であり，3 ヶ月での完全
脱落の割合が多いことが判明した。これらの症例に関して，NaF 配合を用いた歯面研磨剤を用いると
未配合と比較して約 2 倍高い脱落率を示した。これまで歯面清掃がシーラント処置に及ぼす影響を解
析した先行研究に関して，機械的清掃手技による差はないことが報告されている。しかし矯正治療時
におけるブラケット装着に関して，フッ素処理を施すと接着力の低下が指摘されている。この結果よ
りエナメル質の NaF 処理が，セルフエッチングプライマーを用いたシーラントの接着力に影響を及ぼ
す事が示唆された。
本研究の成果より，レジン系シーラントを使用する時には，NaF 未配合の処理剤による歯面清掃が
推奨される事が示された。本研究の成果は小児歯科学をはじめとする予防歯学に大きく貢献すると考
えられることから，本論文が博士（歯学）の学位に相応しいものと判定する。
